
1日農業バイトアプリ「デイワーク」

Kamakura Industries株式会社
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「1日単位」であれば、
いままで農業参加できなかった人も参加できる

アプリを通じて１日単位で農家と求職者を結びつける仕組み

これからの人手不足対策
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〇月～〇月（必要な時期）だけ
、「週4日以上」、8時～17時
で勤務してくれる人はいないか
なぁ

フルタイムは難しい

体力的に毎日は
厳しい

本業があるので
連続は無理

学校があるから
連続は無理

主婦（夫）の方

高齢者の方

学生や若い方

サラリーマンの方農家の方



マッチングの実績

2022年
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82,485人

2021年

41,587人
2020年

16,493人

2024年

178,968人

● 展開エリアとともに急速に拡大中
● これまでに3,700人以上の生産者が利用
● マッチング率85％（2024年）

2023年

130,514人
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柑橘産地での利用状況

みかんの収穫・運搬・選別作業、伊予柑の収穫・
運搬作業、八朔の収穫、ポンカンの収穫、
きんかんの収穫、デコポンの袋入れ、
シート被覆・除去作業、みかんの摘果作業

和歌山県JAありだ、徳島県勝浦町、
愛媛県松山市、福岡県JAふくおか八女、
JAみなみ筑後、佐賀県JAさが、
長崎県JAながさき西海、宮崎県南那珂地域

利用産地

作業内容



30代

20代〜40代の若い世代が農業に参加

20代 40代 50代

どんな人が働きにくるの？（年代別分布）
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男性 女性

男女関係なく農業に参加

どんな人が働きにくるの？（男女比率）
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副業？

副業による農業参加が新たな労働力となっている結果に

副業

副業

どんな人が働きにくるの？（本業の職業）
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30代10代 20代
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● 地域一丸となって求職者を 「育てる」システムです。

● 求職者の履歴はアプリ上で確認できます。時間はかか
りますが地域に経験者が増えていきます。

● 「慣れが必要な仕事はパートさんに任せて、その他の
仕事を任せる」「従業員とペアで作業してもらい、こ
なせる量を増やす」など、うまく使えば戦力になって
くれます。

● 相性の合う方を見つけたら、募集を限定公開（特定の
範囲にのみ募集を公開）。

よく心配されること
（仕事を覚えないのでは？）



30代

10代 20代
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よく心配されること
（この地域に求職者がいるの？）

● 最初から求職者が大勢いる地域はありません。

● 農場でいい思いをすれば、リピータになりますし、
口コミで求職者が増えていきます。
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デイワークを知ったきっかけ

● つまり生産者の対応次第
で求職者が増えます。

● 全国で求職者数78,000人
以上（2025年2月時点）

● 帯広市（人口16万人）は
5,400人以上が求職者と
して登録。単純計算で35
人に1人が登録。



●iPhoneの方
●Androidの方

タップ
タップ

利用方法（アプリをインストール）

●通常アプリと同様（App StoreやGoogle Playでdayworkで
検索）で誰でもインストール可能

●完了するとホーム画面に追加される

10



利用方法（アカウント作成・ログイン）

●画面下にある「マイページ」をタップ
●オレンジ色の枠内（生産者の方）の「アカウントの作成」を

タップ
●必要事項を入力し「アカウントを登録」で完了

1.タップ

2.スクロール
3.タップ 4.選択

5.入力
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利用方法（仕事の募集をする）

●画面下にある「仕事の募集」をタップ
●カレンダーから募集したい日をタップし、仕事登録をタップ
●必要事項の入力が済んだら、ページ最下部の「OK」をタッ

プすると登録完了

1.タップ

2.日を選ぶ

3.タップ

４.タップ
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利用方法（応募者を成立させる）

●応募があると生産者のスマホに通知
●青枠の表示から応募者の情報（氏名、性別、年齢、住所、

評価、良い評判の数、辞退率、仕事履歴など）を確認
●採用するには「成立させる」をタップ

1.タップ

２.タップ

３.タップ

４.タップ
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普及すると「仕事不足」になり働く人を選べる
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• 地域に普及すると、多くの人が応
募してくれるようになります。

• JAや行政と一緒に作り上げたサ
ービスで、地域一帯となって労働
力不足問題の解決に取り組むこと
が可能です。



• きちんと計画を立ててから募集する
• 農業は自然が相手なので、作業が中止になることがあるのはやむを得ま

せん。
• 求職者は予定をあけてお手伝いの準備をしていますので、「中止」が少

なくなるよう計画を立てましょう。
• 「中止」が多いと選ばれなくなり、人手の確保が難しくなります。

• 応募者を放置しない
• 求職者は「応募」しただけではその日仕事に行けるか確定しません。
• なるべく早く返答をして不安を解消してあげましょう。
• お返事が早いというだけで「いい農家」と思われます。

• 初心者が働きにくることを理解する
• 最初はできなくて当たり前。優しく教えてあげる必要があります。
• できないからと言ってそっけない態度をとったり、怒鳴りつけてはいけ

ません。

生産者へのお願い
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